
第二章 科学と主体性の喪失    
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一
「
心
身
二
元
論
」
の
近
代
科
学
が
人
間
に
与
え
た
影
響 

 
１ 
近
代
文
明
・
科
学
と
人
間
の
問
題 

 

一
、「
こ
う
も
頭
で
生
き
る
人
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」 

二
、「
気
の
し
っ
か
り
し
た
人
が
い
な
く
な
っ
た
」 

三
、「
た
ま
し
い
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
」 

四
、「
こ
の
ま
ま
い
く
と
頭
の
お
か
し
い
人
が
増
え
る
」 

五
、「
い
き
な
り
刺
す
人
が
出
て
く
る
」 

  

こ
れ
ら
五
つ
の
言
葉
は
、
高
度
経
済
成
長
時
代
末
期
・
一
九
七

〇
年
代
（
昭
和
四
十
年
代
後
半
）
の
師
野
口
晴
哉
の
言
葉
で
す
。 

 

こ
の
中
で
も
、
一
、
「
こ
う
も
頭
で
生
き
る
人
が
多
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
（
一
九
五
四
・

昭
二
九
～
一
九
七
三
・
昭
四
八
年
）
社
会
と
、
こ
れ
に
適
応
し
た
「
科

学
的
教
育
（
科
学
知
識
の
詰
め
込
み
教
育
）
」
の
問
題
を
特
に
象
徴
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

二
と
三
は
精
神
性
や
人
間
力
の
衰
退
を
示
唆
し
て
い
ま
し
た
。 

 

四
と
五
は
、
師
が
、
将
来
の
人
々
の
「
心
の
不
安
定
さ
」
を
見

越
し
た
も
の
で
す
。
没
（
一
九
七
六
年
）
後
三
十
五
年
を
経
た
今
日
、

つ
い
に
、
五
つ
目
の
言
葉
が
現
実
と
な
り
、
頻
繁
に
テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
の
冒
頭
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
背
後
に
は
「
愉
気
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
た
の
で
す
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

野
口
整
体
の
技
術
と
し
て
の
愉
気
法
は
、
直
接
人
の
体
に
触
れ

る
も
の
で
す
が
、
こ
の
場
合
の
「
愉
気
」
と
は
、
「
気
遣
い
」
や
「
心

の
通
じ
合
い
」
と
い
う
、
他
者
と
の
「
気
の
つ
な
が
り

、
、
、
、
」
を
意
味

し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
で
は
一
九
七
〇
年
、
大
阪
万
国
博
が
開
か
れ
、
科
学
技
術

の
進
歩
に
対
す
る
バ
ラ
色
の
夢
が
謳
わ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
年

を
境
に
科
学
技
術
の
影
の
面
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
化
学

物
質
に
よ
る
公
害
な
ど
の
環
境
破
壊
と
と
も
に
、
教
育
の
荒
廃
な

ど
の
現
象
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
科
学

的
社
会
の
進
展
に
よ
る
、
物
質
的
豊
か
さ
の
過
剰
か
ら
心
の
問
題

が
見
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

師
は
、
人
の
心
が
「
意
識
、
つ
ま
り
頭
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
内
な
る
「
環
境
破
壊
」
が
現
実
化
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
将

来
を
見
越
し
て
言
葉
を
遺
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
科
学
に
よ
っ
て
宗
教
性
が
駆
逐
さ
れ
た
現
代
、
世
界

的
な
問
題
と
し
て
「
地
球
温
暖
化
」
、
そ
し
て
身
心
の
問
題
に
対



   一 「心身二元論」の近代科学が人間に与えた影響 
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し
て
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
（
霊
性
）
」
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

近
代
科
学
知
と
伝
統
宗
教
智
の
統
合
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
る

時
代
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
五
氏
の
著
作
を
通
じ
て
、
師

野
口
晴
哉
よ
り
教
え
を
受
け
た
間
（
一
九
六
七
年
～
七
六
年
）
に
、
何

気
な
く
理
解
し
て
い
た
「
近
代
文
明
・
科
学
と
人
間
の
問
題
」
を
明

確
に
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
本
章
冒
頭
に
あ
る
、
私
が
こ
の
道
に
入
っ
て
四
度
目
の

正
月
潜
在
意
識
教
育
法
講
座
（
一
九
七
一
年
）
で
、
師
は
、
科
学
で

あ
る
「
生
理
学
・
心
理
学
」
あ
る
い
は
「
体
育
」
を
批
判
し
て
い

ま
す
。 

 

師
は
こ
の
講
座
で
、
さ
ら
に
「
人
間
が
一
人
一
人
だ
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
も
学
問
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
す
。

要
す
る
に
個
人
が
な
い
の
で
す
。
人
と
か
、
民
衆
と
か
、
大
衆

と
か
、
国
民
と
か
、
人
民
と
か
、
そ
う
い
う
名
の
下
に
あ
る
だ

け
で
、
一
人
一
人
と
い
う
も
の
は
学
問
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
し
、
ま
し
て
一
人
一
人
の
体
の
内
容
や
心
の
内
容
は
全
部
学

問
で
は
な
い
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
人
」
は
生
物
学
、「
民
衆
と
か
、
大
衆
と
か
、
国
民
と
か
、
人
民
」

は
社
会
学
や
政
治
学
、
法
学
と
い
う
科
学
、
、
に
よ
る
概
念
で
す
。 

 

今
著
の
内
容
、
特
に
本
章
は
、
こ
の
よ
う
な
師
の
教
え
が
、
私

に
お
い
て
長
年
か
か
っ
て
花
開
い
た
も
の
で
す
。
当
時
、
野
口
整

体
が
、
社
会
的
に
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、

科
学
が
ど
の
よ
う
な
体
系
で
あ
る
か
な
ど
考
え
る
こ
と
す
ら
な
く
、

ま
た
考
え
る
力
も
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
教
え
を
受
け
た
間
に

今
著
の
基
と
な
る
も
の
が
私
の
潜
在
意
識
に
播
か
れ
て
い
た
の
で

す
。
今
更
な
が
ら
に
、
講
義
で
「
潜
在
意
識
に
何
気
な
く
語
り
か

け
る
」
と
い
う
師
の
「
心
の
力
」
に
深
遠
な
思
い
を
感
ず
る
も
の

で
す
。 

 

２ 

自
分
と
、
自
分
の
体
が
分
か
れ
て
い
る 

  

十
年
以
上
前
、
あ
る
難
病
を
患
っ
た
四
十
代
前
半
の
女
性
の
例

で
す
。 

 

半
年
程
の
間
、
個
人
指
導
に
数
回
通
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

一
年
余
り
の
間
途
切
れ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
個
人
指
導
を
始

め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
時
（
二
〇
一
一
年
七
月
）
次
の
よ
う

に
話
を
し
た
の
で
す
。 
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